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《Ⅱ．事業目的の達成状況》
11堺市ユースサポートセンターでの
新規及び継続相談者数
令和5年度　実績値

991 1,045

《Ⅱ．事業目的の達成状況》
11堺市ユースサポートセンターでの
新規及び継続相談者数
令和5年度　達成率

100% 105%

《Ⅳ事業の効率性》
17①堺市ユースサポートセンターで
の新規及び継続相談者数
令和5年度

1,191 1,045

《Ⅳ事業の効率性》
17③単位当たり経費（②÷①×
1,000円）
令和5年度

33,940 38,681

《Ⅳ．事業の効率性》
17　単位当たり経費　②上記①にか
かる年間経費
＜令和４年度＞

56,568 59,028

《Ⅳ．事業の効率性》
17　単位当たり経費　③単位当たり
経費（②÷①×1,000円）
＜令和４年度＞

1,535 1,601

《Ⅳ．事業の効率性》
17　単位当たり経費　②上記①にか
かる年間経費
＜令和５年度＞

58,318 60,748

《Ⅳ．事業の効率性》
17　単位当たり経費　③単位当たり
経費（②÷①×1,000円）
＜令和５年度＞

1,469 1,530

≪Ⅰ．基本情報≫
6　対象数

3 －

≪Ⅰ．基本情報≫
6　単位

人 －

≪Ⅱ．事業目的の達成状況≫
12　申請者数
令和5年度実績値

3 2

≪Ⅱ．事業目的の達成状況≫
12　申請者数
令和5年度達成率

100 67

≪Ⅳ．事業の効率性≫
17 支給人数
令和5年度

3 2

≪Ⅳ．事業の効率性≫
17 単位当たり経費
（②÷①×1,000円）
令和５年度

315,333 473,000

≪Ⅴ．評価≫
18 費用対効果に係る所見

令和4年度の申請件
数・申請件数を踏ま
え、最低限の予算で
の事業運営とした。
令和5年度は支給件
数は3件あり、前年度
と比較し費用対効果
は良化した。

令和4年度の申請件
数を踏まえ、最低限
の予算での事業運営
とした。
令和4年度より令和5
年度の支給件数は減
少したものの、ひとり
親家庭の経済的自立
に向けた支援を実施
できた。

≪Ⅴ．評価≫
19　KPI等への寄与

令和5年度中の支給
件数は3件であり、相
談件数もあるため、
来年度以降のKPIや
事業目的の達成に繋
がる結果であった。

令和5年度中の支給
件数は2件であり、相
談件数もあるため、
来年度以降のKPIや
事業目的の達成に繋
がる結果であった。

014-071　ひとり親家庭学び直し支援事業

(こども青少年局こども青少年育成部こども家庭課)

014-099　延長保育促進事業

（子ども青少年局　子育て支援部　幼保政策課）
令和7年9月8日

令和8年10月8日

令和６年度事務事業評価シート正誤表

令和7年9月8日
014-040　子ども・若者育成支援推進事業

（子ども青少年局　子ども青少年育成部　子ども家庭課）


